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概要

低蛋白食投与マウスにおける小形条虫感染の影報を検討した。その結果，感染期間中の摂食址，体重及び末梢血

液分析値，体組成成分にはほとんど影蓉はみられなかった。血糖値，腎臓重量，血漿遊離アミノ酸漉度には影報が

みられた。

緒国

近年，宿主の栄養状態と寄生虫の感染とは密

接な関係にあることが示されている？しかしな

がら，それらに関する報告は数少ない。

そこでわれわれは人畜共通寄生虫である小形

条虫(Hymenolepisnana)を用いて，宿主栄養

状態と小形条虫感染との関係を明らかにしよう

とした。宿主栄養状態の中でも，特に蛋白栄養

に注目し，低蛋臼食投与マウスの摂食星，体重，

臓器重量，体組成，血液性状，血漿遊離ァミノ

酸濃度への小形条虫感染の影蓉を検討した。

実験方法及び材料

SLC-ddY系雄マウス， 5週令，体重16g~ 
18gのものを用い，各ゲージ 5匹とし，8時か

ら20時まで点燈した部屋で飼育したし飼料は蛋

白源としてカゼインを用い， 6 ％ カゼイン 食

(60g/kg)を調整し低タンパク食とした。マウ

スは対照群（非感染， 自由摂食 ）と実験群 （感染，

自由摂食）とに分けた。食餌は団子状にして与

ぇ，水は自由摂取とし た。体重，摂食量は毎朝

一定時間に測定した。感染は虫卵浮遊液0.1ml

中小形条虫卵100個含有の生理食塩水0.1mlを

ゾンデを用い投与した。感染後，第 1週，第2

週，第8週，第4週目に10匹ずつ，12時間絶食

後，尾静脈より採血し屠殺した。得られた試料

は以下の物の測定に使用した。ヘマトク リット

(Ht)はミク ロヘマ トクリッ ト法？ヘモグロビ

ン(Hb)はシアンメ トヘモグロビン法？血液塗

抹標本はライトギムザ染色法？総蛋臼はビュー

レット法？ァルブミンはBCG法！）血糖はムタ

ロターゼ •DOD法 3) によった。血漿遊離アミ
ノ酸濃度はス）レホサリチル酸で除蛋白後，加水

分解し，アミノ酸自動分析機（エムエス機器株

式会社A-5000)にかけ測定した。採血後，臓
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器重量（肝臓，腎臓，牌臓）を測定した。カ ー

カスは｛本組成分析を行い，粗タンパクはケルダ
4) 

ール法，粗脂肪はソックスレ ー法『）体水分は

105℃,24時間乾燥後，湿重量との差から求め

た。

結果

①摂食量と体重増加量

表 1に実験期間中の摂食量と体重増加量を示

した。摂食量は 1日当たり， 1匹当たり ，とも

に差はみられなかった。体重増加量も 14日目を

のぞ含 ，ほぽ摂食屋にみあったもので有意な差

は認められなかった。

②宿主臓器重量

宿主臓器重量への影魁を表2に示 した。腎臓

重量はマウス体重あたりでみても 14日目， 21日

目の感染群で有意に低下していた。

③宿主血液成分の分析

表 3'及び図 1に分析結果を示した。表に示

すように感染の影轡はみられなかった。

血糖値（図 1)は14日目を境に対照群と感染

群の様相が変化した。表には示してないが，白

血球にも影蓉はみられなかった。

④血漿遊離ァミノ酸濃度

図 2に血漿遊離ァミノ酸濃度への影善を示し

た。必須アミノ酸，非必須アミノ 酸それぞれの

合計でみると，必須アミノ酸の21日目を除いて

感染群は対照と同等かそれ以下の値を示した。

図 3'図4に個々のアミノ酸の対照に対する

割合を示した。図にみられるように必須アミノ

酸では 7日目 ，14日目，非必須アミノ酸では14

日目， 21日目， 28日目にパターンの変化がみら

れた。

⑤宿主体組成

表 4に宿主体組成への影魃を示した。感染に

よって有意な差がみられたのは， 7日目の脂肪

彩のみであっ た。

表 l 低蛋白食投与マウスの摂食星と体重に対する小形条虫感染の影据

感染 マウスm数 摂食鮎!) 摂食星2) 体重増加位4)

期間 （匹） (g／日） (g／日／匹） (g) 

（日） c来 E米※ C E C E C E 

6 10 10 44 3 36 1 4 4 3 6 2.4士0.93) 2. 7土0.8

13 10 10 40. 9 38.4 4 1 3.8 4.7士10 6.1土2.1

20 10 10 43 5 36 9 4.4 3 7 7. 8士1.8 7. 1士2.3

27 10 10 44 2 39 0 4.4 3.9 8 8士2.6 8.4士2.5

1)各ゲージでの平均値 2) 各ケージマウス匹数で除した値

8) 数値は平均土標準偏差 4)体重増加屋は各実験期間最終日体重から第 1日目の体重を差しひいたもの
※ :Control（非感染） ※※： Experiment（感染）

表2 低蛋白食投与マウス臓器重量への小形条虫懲染の影嬰

感染 肝 朦 牌 識 腎 臓 腎臓／体重3) 
期間 (mg) (mg) (mg) 
（日） c出 E'：嘩 C E C E C E 

6 951士100l) 1084士1082) 86士18 93士152) 390士49 365士282) 17. 1土2.1 16.0土1.5

13 1013士 52 1118士2602) 67土14 86士162) 393土36 355土602) 16.1土1.7 13.6士2.74) 

20 1188士116 1118士281 86士19 79土12 450士50 370士382) 16.4士15 13 7土08 2) 

27 1185士 95 1073士 732) 72士11 74土11 406士35 371士292) 14.0士15 13.3土1.0

1)数値は平掏士標準偏差 2) 対照に対して危険率 1彩で有意(P<0.01) 3) mg/g 

4) 対照に対して危険率 596で有意(P<0.05)
※ :Control（非感染） ※※： Experiment（感染）
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表3 低蛋白食投与マウスの血液性状に対する小形条虫感染の影習

感染 TP I) Alb 2l Hb 3) Ht 4l 

期間 (g/dl) (g/dl) (g/dl) (96) 

（日） c汲 E"嘩 C E C E C E 

6 4.8士0.195) 5. 2士036 3 0土0.08 3 3土025 16. 2士075 16.5士067 47.5士1.38 45 6士2.54

13 4 8土0.27 5.3士042 3.1士0.13 3.2土012 16 1士0.79 15 7士071 48 5士198 48.0士2.79 

20 5.3土045 5 1土041 3 8土0.31 3.2土0.27 176士0.84 16 4士065 51. 2土375 48 4土262 

27 5.2士034 5.4士035 3.3土023 3.4士0.18 17. 3士089 17 1士094 50 6土353 49. 3士276 

1) Total protein 2) Albumin 3) Hemoglobin 4) Hematocnt 

5) 数値は平均士梱準偏差 ※：Control（非感染） ※※ ：Experiment（感染）
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図 l 低蛋白投与マウスの血糖値に対する小形条
虫感染の影習

● ●： 対照群（非感染 ）

也〇 ：平均士標準偏差
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低蛋白食飼育マウスにおける小形条虫感染実

験において，実験期間中の宿主摂食星，体重，

血液性状，宿主体組成への影狸はほとんどみら

れなかっ た。一般に寄生虫感染により宿主の摂

食量，体重は減少と不変の異なった報告がみら

れ一定しない。
l) 6)～1 1) 

これらは寄生虫成虫数，

寄生虫の種類，寄生虫の発育段階，感染期間，

宿主の栄養状態によって変化するといわれる。
I) 

血液性状については Nematoda感染による白

血球数増大，赤血球減少，さらには肝臓重量の

増加が報告されている？小形条虫感染マウスに

おいて影櫻がみ られなかっ たのは，ひとつは小

形条虫の寄生場所が成虫では小腸下部回盲部か

ら胃側に約10cmに寄生する こと，ふたつ目は

発育史の期間が約 4週間と短 く， 虫体が比較的
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低蛋白食投与マウスの血漿遊離ア ミノ酸濃度に対する小形条虫感染の影器

0-----0：感染群， ●ー●：対照群（非感染）
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図3・図4 低蛋白食投与マウスの血漿遊離ァミノ酸パターンの小形条虫感染の影審

※ Contro l を 100 としての割合，●—● ：感染群

表4 低蛋白食投与マウスの体組成に対する小形条虫惑染の影聡

感染 カーカス重留 Water Protein Fat 

期間 (g) （彩）2) （彩）2) (96) 2) 
（日） c汲 E'：嘩 C E C E C E 

6 20 4土211) 19 1士1.5 65 1士27 62 4土38 16 3士1.8 14 1土22 12 4士3.4 16.2士323) 

13 22. 5士29 22 9士27 63 2士39 60 0士57 15.6士10 14 5士19 15 3士30 18 3士54

20 24 8士2.5 22 5士20 62 1士2.5 60 7士33 13 6士11 15 3士20 16 5士36 17. 4士43 

27 25.5土29 23 9士25 59 4士27 58 5土62 15 8士2.0 15 0士08 18.2士33 19 9士69 

1) 数値は平均土楯準偏差

※ :Control（非感染）
2) カーカス湿重盈当たりの彩
※※ :Experiment (感染）

3)対照に対して危険率 59§で有意(P<0.05)

小さいことが考えられるが，いずれにしても腸

組織への損傷 ，免疫反応はおこっていない

と考える。 さらに宿主体組成成分の変動がみら

れないことはマウス体内での栄養素の代謝，利

用に感染が何らかの影盤を与えていると考える

ことは困難である。腎臓重量の低下がみられた

が，この実星低下が細胞内水分減少によるのか，

細胞数減少によるかは明らかでない。血糖値は

感染群において有意な変化を示したが，他の報

告とは一致しない
IO) 
。 血糖値は膵臓機能，糖質

の吸収 ・代謝，肝臓機能等種々の要因を考慮す

る必要があり，耐糖能検査を含む検討を行わず，

小形条虫感染と血糖の変化を結びつけることは

容易ではない。血漿遊離アミノ酸濃度は体内蛋

白代謝を反映するが，感染群で影器がみられ，

これは他の報告とも一致するものである11)し
かし蛋白質の代内変動を観察するには，肝臓蛋

白，筋蛋白を含めての検討が必要である。総じ

て小形条虫による低蛋臼食摂取マウスに対する

感染の影報はとく少ないと考えられる。今後食

欲等の生理学的検討のみならず，内分泌学的検

討も必要と思われる，)
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